
７月３日、連合島根中部地協は、出雲社会福祉協議
会「第11回フードドライブ（6/6～8/1）」の取り組み
にあわせ、浄財の寄贈を行った。出雲社会福祉協議会
では、子育て世代や生活困窮者に対し食品や日用品等
を地域や企業に募っている。中部地協として「社会貢
献活動」を活動方針に掲げ例年対応している。今年度
は、地協・各地区幹事会で確認し、出雲社会福祉協議
会と協議連携し、「浄財」という形を選択した。中部
地協西口武志議長から贈呈すると、生活支援課の大島
俊介課長は「生活困窮者の中でも、ひとり親家庭は、
夏休みを迎えると給食が無くなる。子供や家計に負担
が直撃するこの時期の支援はありがたい。必要な場所
に確実に届ける」と述べた。支援を受けられる方は、
物資だけでなく、支援の取り組みがあることが「一人

ではない、自分たちに心を寄せる人がいる」という事に対しても大変喜ばれていると大島課長は述べた。
志を同じくする仲間の思いと力を、中部地協管内の地域の課題に対して発揮していくともに、連合島根中部地
協に集う組合員で、社会貢献活動への参加、参画を通じ仲間の思いを結集し、運動の力を引き続き高めていく。
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中部地協の皆さん！
最後まで、一致団結やり遂げよう！
連合中部地協 議長 西口武志


